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令和６年度 学校運営協議会評価報告書１ 

鳥取県立倉吉東高等学校 

学校長 福光 浩 

評 価 日 令和６年６月２５日（月） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 目標設定について 

 

 

 

 

 

 

２ 評価項目と目標達成のための取組について 

（１） 学校の魅力化・特色化の推進 

・英語のレベルがかなり上がっているように感じる

が、最近の東高の評判はどうか。 

 

 

 

 

 

・県外から国際バカロレア教育を受けたいという生

徒があれば、どう対応するか。 

 

 

 

 

 

 

（２） 生徒支援の充実と業務改善について 

・中学校では、生徒同士の話い合いの時間を設けな

がら、先生の部活動の指導時間の短縮に取り組んで

いるが、高校ではどうか。 

 

 

 

・学校目標は、１０年超で達成を目

指す長期目標、５年程度で達成を

目指す中期目標、当該年度で達成

を目指す短期目標とし、長期目標

には「スクール・ミッション」の

文言を入れた。 

 

 

 

・国際バカロレア教育について、中

学校の生徒、保護者、先生方に毎年

ＰＲすることが必要。実際に学んで

いる生徒の姿を見てもらうことが強

いアピールになると思い、授業公開

の場を設けていきたい。 

 

・県外の中学生へのＰＲは重要と考

える。名古屋、大阪等で行う県の県

外生募集ＰＲイベントに参加しＰＲ

する予定。県外生を受け入れたとき

の住まいをどうするかを県教育委員

会・倉吉市と協議している。ＨＰの 

充実にも努めたい。 

 

 

・高校は部活動の指導を地域に任せ

ることにはなっていない。部の数を

絞り、１つの部の顧問の数を増やす

ことで１人当たりの負担を減らすこ

とに取り組んでいる。 

 



・部のない競技をしている生徒の総体の参加はどう

なるか。 

 

・ＡＩを活用した採点システムで業務改善は行えな

いか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 具体目標について 

・図書館の来館者数を数値目標としたねらいは何

か。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 目標達成のための具体方策について 

・生徒が主体的に学ぶ場面をどう作るか、学びのスタ

イルの変換が必要に思われた。今後どう授業のスタイ

ルを変えていくか具体的方策はあるか。 

 

 

 

 

 

５ その他 

・特になし 

 

 

 

・空いている教員や生徒会主任、管

理職が引率して対応している。 

 

・百問繚乱を活用。答案をスキャナ

で読み込み、採点の効率化になって

いる。集計等も可能で、生徒に答案

を返却する際に個票も付けること 

ができる。読み取りが弱い面がある

が、採点ミスが減る。観点別評価を

問題に設定しておくと、集計結果に

より、ＡＢＣの評価がつけやすくな

る。 

 

 

・図書館を生徒の居場所、学習の場

所、授業での活用等どれだけ図書館

を利用したかという観点での評価と

して、来館者数と貸出冊数の積が１

０００を超える日が開館日の半分以

上となることを目標とした。昨年度

末に入館者数を自動でカウントでき

るシステムを導入した。 

 

 

・年間でＰＢＬを必ず入れるよう先

生方には言っている。校長面談の際

にはどの場面でＰＢＬをするのか話

し合っている。学校運営委員会で各

教科主任にどこまでできているか報

告してもらい、共有する形で進め

る。 

 


